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留学報告書 スペイン 

アルカラ大学 

 

 

 

 

 

[1] 参加した語学コースの時間数／科目名（受講科目・複数可） 

・授業時間数：56 時間 

・科 目 名：スペイン語 

 

        

 

[2] 授業内容について教えてください。 

（クラス人数、国籍割合、担当の先生、授業方法、使用教材等） 

私はレベル 2 のクラスで担当の先生は途中で変わったため 3 人でした。全員スペイン出身の男の先生 2 人と女性の先

生 1 人でした。クラスの編成は私の場合、クラス全体人数 10 人で、日本人 6 人、中国人 2 人、韓国人 1 人、ドイ

ツ人 1 人という比率でした。他クラスによっては日本人のみのクラスと海外の方が多いクラスもあったようです。海

外の方がクラスにいたので生徒同士の会話は英語を使っていました。授業は基本的に先生が教科書を電子黒板に映し、

使って説明していく形です。そして、問題を解くと順番に答えていくような授業でした。教科書は配られました。 

 

学部学科： 経営学部 留学時学年 1 年 

留 学 先：  国： スペイン 大学/機関： アルカラ大学 

期   間： 

２０２４年８月１７日 ～ ２０２４年９月９日 

短期 計 24 日間 

時 間 月 火 水 木 金 土 日 

例）9 時～13 時 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Free 

9 時～11 時 ○ ○ ○ ○ ○ Free Free 

11 時 30 分～13 時 30 分 ○ ○ ○ ○ ○ Free Free 
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[3] 課外活動・研修旅行・余暇の過ごし方について教えてください。 

課外活動は、アルカラ市内観光・ショッピング案内・マドリード観光・セゴビア観光・王宮見学・スペイン料理教室・

プラド美術館見学・ソフィア美術館見学・フラメンコ鑑賞を行いました。アクティビティに参加しなくても自分たち

だけでマドリードに行ったり、ごはんを食べに行ったりできるので非常に楽しめると思います。また、成人後は友人

たちとお酒を飲んだり、バルでお酒やごはんを食べに行きました。また、自分の部屋でゆっくりもできるので過ごし

やすかったです。 

 

 

[4] 派遣先でよく使った施設について教えてください。（図書館、学生会館、スポーツ施設等） 

ほとんど寮にいました。食堂や談話室、小さな体育館のようなところがあり、卓球やバスケ、ビリヤードができるの

で友達とよく利用していました。談話室はクッションやソファーがあり、くつろぐことができます。 

 

 

[5] 宿舎（寮やホームステイ）での生活について教えてください。 

部屋：１部屋 ２人で使用 

  様子：部屋は十分の広さでベッド２つ、机が２つ、シャワールーム、クローゼットが２つありました。案外収納が

あるので 1 か月くらいの留学期間ならちょうどよい広さだと思います。テレビや時計はないので小さい時計を持って

いくと良いです。 

 

 

[6] 留学中に楽しかったこと、苦労したことを教えてください。 

 楽しかったこと： 

スペインでの 24 日間の生活は、毎日が新鮮で楽しく新しい自分の部分が見られたと思います。 

一番楽しかったのは、スペインでできた新たな友達や現地の方たちとのコミュニケーションです。今まで使ってこ

なかった言語で自分から話しかけるということはなかなかありません。しかし、使わなくてはいけない状況に自分

を置くことで急成長できました。スーパーではオリーブやタコのマリネなど量り売りがあり、定員さんに声をかけ

てこのぐらいほしいと意思表示することができました。このように過ごしていくうちに語彙力が少し増え、先生や

スペインの方と話せるようになったことが一番嬉しかったです。 

 

 苦労したこと：一番苦労したのは大学の授業です。スペイン語をスペイン語で学ぶのでついていくのに必死でした。

また、わからないところは英語で質問するので英語とスペイン語を使っている状態で常に脳をフル稼働している

ような形でした。授業の都度、自分の語彙力のなさに悩まされました。しかし、同じクラスにいた韓国人の方が

私が悩んでいるのを見て、問題の答えのヒントをくれたりし、協力し合いながら楽しく授業を受けることができ

ました。最終テストにも非常に苦労しました。大量の単語と文法を覚えなければならなかったし、文法も理解し

てからでないと覚えられなかったので覚えるのに時間がかかりました。このようなことから一番苦労したことは

大学の授業です。 
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[7] 留学の成果について教えてください 

1) 語学力の向上：ほとんど一からのスペイン語学習だったためついていけるのか心配していたが、単語の学習が多

かったのでついていくことができた。分からなかったことは英語で質問すれば教えてもらえるので英語も少し成長

した。また、スペイン人は非常に気さくで親切な人が多いため、恐怖心が少なく気軽に人に話しかけられるように

なった。 

 

2) 専門知識の向上：英語と同じスペルでも読み方が異なる。日本語とは違って女性名詞と男性名詞で形が変わるこ

とを学んだ。 

 

3) 自己成長など 

初めはお店に行ったとき翻訳機を使っていたが、今はスペイン語で注文できるようになった。 

 

 

[8] 来年度に留学を希望する学生へのアドバイスをお願いします！ 

現地で美容家電を購入することはできるが、非常に価格が高いので日本で買っておくべき。スペインのアルカラ大学

では、水道水が飲めるので水はそんなに買わなくても良い。そのため、水筒を持参することをお勧めする。寮でお水

を水筒に入れてから出かけると外で買わなくて済む。シャンプーや洗剤などは日本から持っていくのであれば、現地

で使い捨て出来るようなものがよいと思う。お土産などで帰りは荷物が増えるので極力減らせるものを持っていく。

荷物が超過する可能性が大きいので服は最小限で、事前に用意するものと現地調達できるものはしっかり選別した方

がよい。また、変換プラグがないとコンセントは使えないので絶対に忘れないこと。2 個は持って行った方がよいと

思う。 

 

 

 [9] 留学に関する費用の総額について内訳を教えてください。 

項目※詳しく記入して下さい 金額（当時の日本円） 

渡航費（旅行会社に支払った経費） 736,960 円 

授業料以外の諸経費（教材費・課外活動・保険料等） 

保険費 約 25,000 円 

課外活動 24,000 円 

教材費 約 4500 円（26,35€） 

私生活における諸経費（食費・交通費・洗濯費等） 35,000 円 

現地からの奨学金がある場合 0 円 

お土産代や個人的な買い物 30,000 円 

その他（準備費用） 

パスポート 16,000 円 

辞書 4500 円 

生活用品 6000 円 

SIM カード 5500 円 

留学に関する費用の総額 約９０万円 



 

- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 5 - 

 



 

- 6 - 

 


